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﹁
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
﹂で
は
な
い

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

に
は
１
０
０
種
類
以
上
の
遺
伝
子
型
が
存
在

し
、
そ
の
中
で
も
子
宮
頸
が
ん
を
引
き
起
こ

す
危
険
度
の
高
い
ウ
イ
ル
ス
の
15
種
類
が
、

高
リ
ス
ク
型
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
」「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ

の
高
リ
ス
ク
型
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
・
18
型
の
抗

原
と
し
て
お
り
、
15
の
高
リ
ス
ク
型
の
う
ち

２
つ
の
型
で
は
西
洋
人
の
場
合
で
約
６
割
、

日
本
人
の
５
割
を
予
防
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
は
「
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
グ
ル
ー
プ
が
抗

原
と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
・
18
型
の
異
型
性

（
前
が
ん
病
変
）
が
少
な
か
っ
た
と
の
資
料

だ
け
で
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
効
果
は

証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
予
防
し

た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
「
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
現
状

２
０
１
８
年
３
月
24
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
世
界
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
被
害
は

今
」
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
薬
害
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ス
ン
会
議
主
催
）。
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
各
国
で
、
被
害
者
運
動
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
被
害
者
の
母
親
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。

疼
痛
症
、
頻
脈
症
、
疲
労
症
、
高
次
脳
障

害
な
ど
、
既
存
の
疾
患
で
は
説
明
で
き
な
い

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

「
積
極
的
勧
奨
再
開
」に
反
対
を

様
々
な
症
状
の
副
作
用
が
発
生
し
、
治
療
方

法
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
よ

り
も
圧
倒
的
に
多
い
副
作
用
の
報
告
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
心
の
問
題
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
適
切
な

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

企
業
や
政
府
が
ワ
ク
チ
ン
と
副
作
用
の
因
果

関
係
を
認
め
ず
に
充
分
な
救
済
策
が
取
ら
れ

て
い
な
い
な
ど
、
い
ず
れ
の
国
で
も
共
通
し

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
被
害
者
７
０
０
人
が

日
本
同
様
に
集
団
訴
訟
を
起
こ
し
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
90
％
以
上
か
ら
16
％
に
。
米
国
は

有
効
性
の
証
明
が
不
十
分
で
副
作
用
の
リ
ス

ク
も
明
確
で
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
多
く
の

州
が
就
学
要
件
か
ら
接
種
を
外
し
、「
ワ
ク

チ
ン
推
進
一
筋
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
に 

、
被
害
者
団
体
は
様
々
な
困

難
の
な
か
で
活
動
を
続
け
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
国
境
を
越
え
て

連
帯
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
２
０
１
３

年
４
月
に
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
が
、
接

種
後
に
体
調
不
良
の
報
告
が
相
次
ぎ
、
同
年

６
月
か
ら
、
接
種
を
促
す
は
が
き
の
送
付
な

ど
「
積
極
的
推
奨
」
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
70
％
を
越
え
た
接
種
率
は
１
％
に
。

１
２
０
名
の
原
告
団
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
販
売

元
２
社
と
国
を
相
手
に
裁
判
中
で
す
。

﹁
有
効
で
安
全
だ
﹂と
い
う
根
拠
は
何
？

３
月
10
日
の
東
京
新
聞
に
「
子
宮
頸
が
ん

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
推
奨
再
開
を
医

師
有
志
ら
、
厚
労
省
に
要
望
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

医
師
有
志
ら
が
つ
く
る
「
守
れ
る
命
を
守

る
会
」
の
賛
同
者
は
１
５
０
名
で
、
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞
の
本
庶
佑
京
都
大
特
別
教

授
も
賛
同
者
だ
と
い
い
ま
す
。
年
間
１
万
人

が
発
症
し
、
３
０
０
０
人
が
命
を
落
と
す
子

宮
頸
が
ん
は
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
た
母
親
の

命
を
奪
う
『
マ
ザ
ー
・
キ
ラ
ー
』
だ
か
ら
、

ワ
ク
チ
ン
が
必
要
だ
と
し
、「
接
種
後
に
生

じ
て
い
る
症
状
と
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
世

界
保
健
機
関
も
接
種
を
推
奨
し
て
お
り
、
有

効
性
・
安
全
性
に
科
学
的
議
論
の
余
地
は
な

い
」
と
い
う
趣
旨
の
声
明
文
を
読
み
上
げ
た

と
い
う
内
容
で
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
対
策
は
細
胞
診
で

ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
元
は
、
日
本
人
の
場

合
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
約
50
％
防
御
で
き
、
有
効
期

間
は
６・４
年
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば

（
有
効
期
間
は
）
延
長
さ
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。
効
果
は
疑
問
視
し
て
い
ま
す
が
、
試
算

し
て
み
ま
し
た
。

推
奨
さ
れ
る
12
歳
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
と
、
18
歳
で
有
効
期
限
に
達
し
ま
す
。
２

年
延
長
し
て
20
歳
ま
で
有
効
と
し
て
も
、
５

割
の
予
防
効
果
し
か
期
待
で
き
な
い
上
、
21

歳
以
降
は
全
く
の
無
防
備
。
結
局
、
こ
の
ワ

ク
チ
ン
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
は
防
御
で
き
な

い
の
で
す
。

20
歳
か
ら
２
年
に
１
度
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
（
細
胞
診
）
の
受
診
率
は
、
米
国
と
英

国
は
85
％
、
日
本
は
24
％
と
極
端
に
低
い
の

が
現
状
で
す
。
受
診
率
が
向
上
す
る
よ
う
働

き
か
け
、
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
の
方
が
は
る
か
に
有
効
で
す
。

　
　
（
元
医
療
関
係
従
事
者
・
早
川 

愃
）

住
民
無
視
の
指
定
解
除
に
国
を
提
訴

「
南
相
馬
・
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
撤
回

訴
訟
」
と
は
、「
年
間
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
」
と
い
う
国
の
避
難
基
準
の
正
当
性
を

問
う
初
の
訴
訟
で
あ
る
。
現
在
も
東
京
地

裁
で
裁
判
が
継
続
し
て
い
る
。

南
相
馬
市
原
町
区
は
、
２
０
１
１
年
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
で
局
地

的
に
放
射
線
量
が
高
く
な
っ
た
地
域
だ
。

そ
の
た
め
、
基
準
よ
り
も
高
い
世
帯
は
、

「
特
定
避
難
勧
奨
地
点
」
に
指
定
さ
れ
、

行
政
か
ら
避
難
を
勧
め
ら
れ
た
。
こ
の
指

定
の
方
法
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
放
射
線

量
で
い
え
ば
誤
差
の
範
囲
し
か
違
わ
な
い

の
に
、
隣
り
合
っ
た
家
が
「
指
定
」「
指

定
外
」
と
区
別
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

２
０
１
４
年
末
、
今
度
は
、
住
民
の
意

向
を
無
視
す
る
形
で
の
指
定
解
除
を
行
政

が
決
行
。
南
相
馬
市
原
町
区
の
住
民
ら

８
０
８
人
は
、
国
に
よ
る
「
分
断
」
を
乗

り
越
え
、「
指
定
」
の
有
無
も
、
行
政
区

の
垣
根
も
超
え
て
２
０
１
５
年
９
月
、
指

定
解
除
は
違
法
だ
と
し
て
、
国
を
訴
え
た

の
だ
。

４
月
５
日
、
南
相
馬
市
原
町
区
を
訪

れ
、「
南
相
馬
・
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
撤

回
訴
訟
」
の
原
告
ら
に
話
を
聞
い
た
。
飯

舘
村
か
ら
南
相
馬
市
に
入
る
道
路
の
端
に

は
、「
汚
染
土
壌
再
利
用
反
対
」
と
い
う

手
作
り
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
約

束
の
場
所
は
、
高
倉
公
会
堂
と
い
う
地
域

の
集
会
所
だ
。

駐
車
場
の
奥
の
植
え
込
み
の
放
射
線
量

を
測
定
す
る
と
、
地
表
近
く
で
は
毎
時
１

㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
（
事
故
前
の
約
26
倍
）
を

超
え
た
。
こ
う
い
っ
た
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

は
、
周
辺
地
域
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
点
在

す
る
。
除
染
さ
れ
て
も
、
事
故
前
の
状
態

に
は
程
遠
い
。

「
き
れ
い
な
食
べ
物
と
水
。
で
も
、
空

気
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
で
す
よ
ね
」。

真
剣
な
面
持
ち
で
そ
う
話
し
て
く
れ
た

の
は
、
こ
の
裁
判
の
原
告
の
一
人
、
平
田

安
子
さ
ん
。「
こ
こ
で
暮
ら
さ
な
き
ゃ
い

け
な
い
か
ら
こ
そ
、
身
体
に
取
り
入
れ

る
も
の
に
は
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
考

え
、
そ
の
こ
と
を
デ
ー
タ
で
示
す
「
尿

検
査
」
の
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る
。

検
査
に
参
加
し
た
人
は
、
の
べ
人
数
で

約
１
０
０
人
。「
私
た
ち
は
国
に
、
命
を

守
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
平
田
さ
ん

は
言
い
、
自
ら
の
経
験
を
語
っ
て
く
れ

た
。

保
養
の
効
果
が
尿
検
査
で
判
明

２
０
１
７
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
50

日
間
、
平
田
さ
ん
は
島
根
県
松
江
市
に
保

養
の
た
め
に
滞
在
し
た
。「
保
養
」
と
は
、

放
射
能
汚
染
地
域
か
ら
離
れ
た
土
地
で
過

ご
す
こ
と
だ
。

松
江
市
に
行
く
前
に
、
尿
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
計
測
を
行
な
っ
た
。
そ

の
測
定
は
東
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
放
射
能

監
視
セ
ン
タ
ー
（
ち
く
り
ん
舎
）
の
協
力

を
得
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

（
高
性
能
の
放
射
能
測
定
器
）
を
用
い
た
。

起
床
時
の
尿
を
２
㍑
蓄
積
し
、
48
時
間
以

上
計
測
。
同
じ
検
査
を
、
松
江
市
か
ら
帰

宅
し
て
か
ら
も
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
尿
中
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は

劇
的
に
減
少
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
の
だ
。

﹁
仮
の
人
生
は
な
い
﹂

も
と
も
と
平
田
さ
ん
は
日
常
生
活
で

も
食
材
を
選
び
、
飲
料
水
も
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
う
な
ど
、
体
内
へ
の
セ

シ
ウ
ム
の
取
り
込
み
を
避
け
る
生
活
を
し

て
い
た
。

松
江
市
に
行
っ
た
こ
と
で
劇
的
に
尿
中

セ
シ
ウ
ム
が
減
少
し
た
結
果
は
、
空
気
中

の
粉
塵
を
呼
気
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
る

か
、
何
ら
か
の
食
品
か
ら
セ
シ
ウ
ム
を
摂

取
し
て
し
ま
う
か
と
い
う
可
能
性
を
示

す
。
検
査
の
中
で
、
山
菜
（
汚
染
さ
れ
や

す
い
）
を
食
べ
て
い
た
人
の
尿
中
セ

シ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

平
田
さ
ん
は
事
故
後
、
娘
た
ち
と

と
も
に
県
外
に
避
難
し
つ
つ
、
自
宅

に
通
い
な
が
ら
放
射
能
測
定
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
住
宅
支
援
打
ち
切
り

を
機
に
帰
還
し
た
が
、
高
齢
者
が
目

立
つ
町
の
様
子
、
日
々
変
化
す
る
状

況
に
気
持
ち
は
揺
れ
動
く
。
そ
れ
で

も
、
原
発
事
故
と
向
き
合
い
続
け
て

き
た
。

「
仮
の
宿
（
避
難
先
）
は
あ
っ
て

も
、
仮
の
人
生
は
な
い
ん
で
す
」。

（
吉
田 

千
亜
）

調査結果（長期保養前後のセシウム濃度の変化）
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